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化学棟の4階と
5階です。 

JR富山駅(正面・南口）から 
【路面電車】 富山大学前(終点）下車 徒歩10分 
【路線バス】 高岡方面行、富山大学前下車 
【 タクシー 】 15分ほど（1500円程度） 

レーザ誘起蛍光(LIF)法 
Laser Induced Fluorecense 

数値シミュレーション 
Numerical Simulation 
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熱電対計測
LIF計測
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蛍光物質ローダミンB にArレーザ光を照射する
とき，温度に応じた明るさの蛍光が得られます．
これの利用により温度分布が分かります． 

LIF法による液相内温度分布の計測 

(→上)ＬＩＦ蛍光画像 
(→下)温度場定量化結果 

  

オリジナルのコードを使って，対流現象，伝熱・
拡散現象、組織形成を数値的に解析します． 

溶接溶融部の組織形成の 
           シミュレーション 

担当者：廣瀬周平（B4,溶接接合部門) 

T 

↑気流シミュレーション ↑多重セル構造対流形成シミュレーション 
濃度場(左)，流れ場(右) 



(2) Visualization of flow field
      using polystyrene particle

(1) Visualization of temperature
      field using liquid crystals
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(3) Visualization of temperature 
      and flow field using liquid 
      crystals and polystyrene 
      particle

(4) Visualization of lower layer
      fluid using white dye

(6) Visualization of refractive 
      index field using laser-
      holographic interferometry 

(5) Visualization of temperature
      field and lower layer fluid 
      using liquid crystals and 
      white dye
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(7) Visualization of temperature 
      field using laser-induced 
      fluorescence 

         laser-holographic 
           interferometry 

           laser-induced 
            fluorescence 

(8) Visualizational measurement 
      of concentration field using 
      two color lasers

+

⇒

温度に応じて色変
化する液晶の特性
を利用して液相内
の温度分布を定量
計測します． 

感温液晶(TLC)法 
Thermochomic Liquid Crystal 

二重拡散セル境界面上に生じる不安定渦の解析 

レーザホログラフィー可視化像(干渉縞) 

↑感温液晶の色と温度の関係
(ｘｙ色度図) 
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レーザホログラフィー(HI)法 
Laser Holographic Interferometry 

粒子画像流速測定(PIV)法 
Particle Image Velocimetry 

工業装置等で起こる現象を研究するとき， 2つの系の無次元数を一致させることで，ラボスケールの実験装置で実際の系を模擬することができます．これは
アナロジー（相似性）が成立するためであり，化学工学や熱流体工学の分野では，例えば融液金属（可視化困難）の流れ挙動の研究に透明な水溶液（可視
化が容易）が利用されます．本部門では下記可視化技術を駆使して，材料製造プロセスにおいて重要性が指摘される現象についてモデル実験を行い，流
動，熱・物質移動特性の解析を行います．また，独自の可視化技術の開発も行っています． 

→熱対流場の感温液晶イメー
ジ(左半分)と温度定量化結果
(右半分) 

透過物体の内部屈折率変化に起因した位相
変調を干渉縞の形で観察できます． 

上より， 
二重拡散対流(等屈折率線) 
発熱柱周りの気流(等温線) 
ベナール対流(等温線) 
 

流体に混入した微粒子の移動から 
流れの速度分布を定量計測します． 

研
究
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TLC法による液相内温度分布の定量化 

目に見えない, 不可視情報を可視化して計測，評価する 
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←速度分布図 
↓速度ベクトル図 
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温度分布と速度分布の複合計測 

熱と溶質の二重拡散系で生じる対向流れ間の液-液境界面について，
速度場と温度場の観点からその構造について考察します。 

 

PIV-TLC計測 

担当者：青山拓矢（M1) 

担   担当者：山田謙也（B4) 

干渉縞から得られる液相の屈折率と、温度の情報
から、不可視情報である濃度を測定し、温度差を推
進力として生じる拡散現象（ソレー効果）という特異
な輸送現象の解析をします。 

ソレー効果の解析 

TLC計測温度範囲の拡大   担当者：山根岳志 

単独のTLCの呈色温度域は数℃と決して広くはありません．
対象の温度域が広い場合に有効となる異種TLC同時使用
法等，TLC法に関する技術開発を行います． 

TLC法技術開発 

 移動係数の計測 


